








目的:大部分の神経芽腫では、尿中に VMA、HVAなどのカテコールアミン代謝産物が排泄さ

れることを利用して、本腫瘍の早期発見を目的にマススクリーニングが、HPLC を用いて

行われている。しかし、カテコールアミン代謝が未熟な VMA、HVA 非産生型が存在し、そ

のような例は予後不良といわれているものの、現行のマススクリーニングでは発見できな

い。今後このような例をも検出するために、尿中 VMA、HVA のほかに有用な腫瘍マーカー

ではないかとの報告があるドパミンとさらに補正のためのクレアチニンまで含めた、同時

測定法を開発し、マススクリーニングに応用したい。


